
蔵王町農業委員会・蔵王町 

～蔵王町で農業をしてみませんか？農業と観光の町です～ 

（１）蔵王町の農業の特徴 

（蔵王町の農業風景、収穫作業） 

（２）就農支援体制・市町村独自の就農支援 

（３）求める人材 

（４）先輩就農者の例 

（５）紹介可能な農地情報（※最終的には地権者の方の意向によります）

お問合せ先：蔵王町農業委員会／蔵王町農林観光課 ※上記の内容は令和４年度のものです。 

農業委員会 電話：0224‐33‐3003 メール：noui@town.zao.miyagi.jp 

農林観光課 電話：0224‐33‐3004 メール：no-shin@town.zao.miyagi.jp 

蔵王町は秀峰「蔵王連峰」の東麓に位置し、

仙台市の市街地から約４０㎞圏です。 

標高差の大きい土地を活かし、水稲、果樹

（なし、うめ、りんご等）、野菜（夏秋きゅう

り、里いも、大根等）、畜産（乳用牛、肉用牛、

採卵鶏等）と多彩な営農がなされています。 

新規就農を含む農業経営の相談業務に対応するために指導員を配置しており、農業者育成や

営農指導も行っております。また、農業の担い手として新たに就農した方への農業経営の継

承及び就農意欲の向上と育成を図る目的で補助金を交付しています。他にも有害鳥獣対策と

して設置する電気柵等の費用、農業者の経営安定等に資する農業経営収入保険に対する掛け

金、施設園芸用ハウスの資材購入及び補修に係る経費の一部を補助しています。 

農業委員会と農林観光課が連携して相談に応じます。借りる、買う、面積規模、気候や立地、

営農種別などによっても適地が違うこともあり、個別に応じます。 

蔵王町に移住できる方で、健康で意欲のある方。 

離農した実家の農地を有効活用するため、異業種からＵターンで就農された方、子の独立に

伴い、異業種からＩターンで就農し、高原野菜を中心とした付加価値の高い品目の栽培に取

組む方等、就農のきっかけは様々ですが、新規作目の導入や経営の多角化等による経営発展

に向けた取組みを各自行いながら営農されております。 


